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1 は じ め に

ナンの人T交配は,限られた期間で多くの労働力により

集中的に実施されなければなない。そのため,交配作業の

省力を目的とした人工交配機が開発され,生産現場で普及

している。前報では,効率的な使用方法を解明し,羽毛式

人工交配機の使用基準は,吐出日盛りを 1～ 2に設定 し,

なで回し法によって受粉する方法が有効であった。今回は,

この方法による省力化効果を確認するために,慣行法 (羽

毛棒受粉)と比較して,花粉使用量,採花 。花粉調製時間

を含めた交配時間,予備摘果時間等について調査した。

2試 験 方 法

(D 供試機種

羽毛式人工交配機 (ミ ツワ社製 SK-3)
12)供試樹

福島県果樹試験場内 30年生 `幸水 '

3)試験区
試験区の構成を表 1に示した。機械交配区では,吐出目

盛りの設定を 1回日は「 2J 2回目は「 1」 とした。

表 1 試験区

注 なで回し法 :羽毛の回転が雌しべを一回りするくら
いの早さで,ノ ズルを「のJの字を書くように交配。

0)処理方法
交配使用花粉は,当年産の `長十郎'(発芽率781%)の

やく殻付花粉に,石松子を 2倍量 (容積D加 え,80メ ッ
シュの飾で精製した。交配は機械交配区,慣行区とも満開

時と翌日の 2回実施した。

6)調査項目
1)花粉使用量
機械交配lX,慣行区の 3樹の受粉に必要な花粉 (増量花

数を計測し,1人当たりの作業時間を比較した。なお,採
花・花粉調整作業は,受粉樹の枝採取 (曹を採取するため,

冬期は無せん定),雷採取,や く落 しまでとした。また,

各試験区の供試樹とも交配作業前に全花叢数を調査した。

3)結実調査
予備摘果前に果叢中に 3果以上結実している果叢数を調

査した。

4)収穫果調査
重量選果機により果実階級を,日視により果形を測定した。

3 試験結果及び考察

交配時の天候は 1回目 (満開日)は晴れ,翌日は曇りで,

両日とも平均気温は高めであったが,交配条件としては良

好であった。

a)花粉使用量
機械交配区の花粉使用量は,1樹当たりでは,交配機の

吐出量目盛 2で690g,日 盛 1で4338,慣行区では335

8であった。10a当たり換算では機械交配区が目盛 2で 13

798g,目 盛 1で86708,慣 行区で6699gで あり,慣行

区に対する花粉使用量は,日盛 2で206%,日盛 1で 129%

であった。また,1000果 叢当たり換算では,機械交配区の

目盛 2で7208,日 盛 1で 453g,人 工交配区で 415g

であり,慣行区に対する花粉使用量を比較すると,日盛 2

で173%,日 盛 1で109%多 く必要とした。

表 2 交配方法による花粉使用量 (1人当たり)

処理区   設 定  実淵使用量 10a当たり 慣行区対比1剛果叢当た 慣行区
g   使用量 g   %   り使用量 8  対 比

機械交配区 目盛2  690  13793  206  720   173
目盛1  433 8670 129 453  109

慣 行 区   335 6699 11X1 415 100
注 実測使用量 1樹当たり

(21 作業時間

1)採花・花粉調整
1人当たりの花粉採取・調整時間は,7683分であり,

10aに 必要な花粉量を確保するための作業時間を換算する

粉)使用量を測定した。                  と695分 ,1000果 叢では,41分であった。

2)作業時間                      2)交 配

採花・花粉調製,交配作業,予備摘果での作業時間と人   供試樹 1樹の 1人当たりの交配時間は,機械交配区で
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表3 交配方法と1人当たり希釈倍数別作業時間 (10a当 たり)

日盛 1 3:26'30'' 3:31'00"

(時 :分 :秒)

3:38'30・       3:53'30''      4:38'18''

慣  行  区        8:32.24"   8:46'24"   8:4948"   8:55'36・    9:0712'   9:42'00"
作業時間比較  目盛 2     37     41     42     44     48     57
(対慣行区%) 目盛 1    37     39     40     41     43     48

表4 交配方法と1人当たり希釈倍数別作業時間 (1000果叢当たり)                  (分 )

目盛 1 94 105 109 116 139
慣  行  区         319    299    327    329    332    339
作業時間比較  目盛 2    30     36     36     38     41     49
(対慣行区%) 目盛 1    30     34     34     35     37     41

表 5 交配方法と予備摘果時間 (1人当たり)
(時 :分 :秒 )

表 6 3果以上結実果叢率

結実果叢率 %

103

慣 行 区 4248'18"238'54"a llK1 0  100 0
無交配区 35:10'12" 2Ю7'18"b  822   801

ns        *

F イ直   1217   7655
LSIl(5%)  9178   2088
注 F検定有意差危険率 *5%

表ア 収穫果の果重・果形分布
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注 1)F検定有意差危険率 **1% *5% △10%
2)果形 0:整形果 果形 1:突出果 果形 2:傾斜果 果形 3:条溝果 果形 4:複合変形果

94分 ,慣行区で256分であった。10a当 たり換算では機械

交配区 1886分 ,慣行区 5124分 ,1000果叢当たりでは,

機械交配区94分 ,慣行区319分であった。

花粉採取から交配までの作業時間を比較すると,10a当
たり,1000果叢当たりとも希釈倍数が高いほど慣行区に対

する作業時間が短縮されており,日盛 2の等倍希釈でも約

40～60%の省力が図られた。

3)予備摘果
1樹当たり及び10a当たりでは摘果時間に有意差が認め

られなかったが,1000果 叢当たりで慣行区が他の 2区に比

べ有意に長かった。

3)結実率
予備摘果前の 3果以上結実した果叢率は,各区とも有意

差が認められなかった。

は)収穫果
果重分布では,31,以上の果実割合が慣行区,2L以 卜は

機械区で有意に高く,慣行区>機械交配区>無交配区の順

に大きいことが認められた。また,整形果の果形分布では

有意差が認められないものの,機械交配区が最も高かった。

4 ま  と  め

以上のことから,人工交配機による受粉は,果重が人工

受粉より劣る傾向はあるもの,交配時間が慣行の40～60%

と大幅な省力化が図られることが認められた。また,機械

交配により,果叢中の結実率が高まる傾向であったが,予

備摘果時間は慣行法より長くなることはなかった。
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